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薬師山から飾磨児庁・龍野町筋を東望（写真：丸善株式会社提供）
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第
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『
飾
磨
県
布
達
』
ー
い
よ
い
よ
完
結
！

飾
磨
県
を
廃
し
、
兵
庫
県
へ
統
合
ー

姫
路
市
史
資
料
叢
書
ー
と
し
て
刊
行
を
始
め
た
『
飾
磨
県
布
達
j
は
、
い
よ
い
よ
こ
の
第
九

巻
を
も
っ
て
完
結
し
ま
し
た
。
第
九
巻
で
は
、
明
治
九
年
一
月

1

八
月
ま
で
の
県
乙
．
丙
布
達

と
廃
藩
置
県
後
の
第
一
次
姫
路
県
時
代
の
触
書
を
「
付
録
」
と
し
て
採
録
し
、
最
後
に
こ
れ
ま

で
の
巻
で
未
採
録
で
あ
っ
た
布
達
を
「
補
造
」
と
し
て
収
録
し
ま
し
た
。

明
治
四
年
十
一
月
、
播
磨
国
一
円
を
管
轄
下
に
お
き
姫
路
を
県
庁
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
飾

磨
県
は
、
九
年
八
月
二
十
一
日
を
も
っ
て
廃
県
と
な
り
、
第
一
二
次
兵
庫
県
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
期
間
、
管
内
に
発
令
さ
れ
た
法
令
で
あ
る
「
飾
磨
県
布
達
j
は
、
当
時
の
原
文
書
を
そ
の

ま
ま
復
刻
し
て
お
り
、
明
治
政
府
の
地
方
行
政
機
構
創
出
の
過
程
を
詳
細
に
跡
づ
け
た
費
重
な

史
料
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
巻
で
は
、
乙
三
五
0
、
三
五
一
号
布
達
で
新
築
落
成
な
っ
た
県
庁
縦
魏
許
可
と
休
庁
を
知

ら
せ
る
布
達
を
採
録
し
て
い
ま
す
。
甲
第
三
七
一
号
布
達
で
突
然
の
廃
県
を
通
告
す
る
文
書

（
第
八
巻
所
載
）
と
合
わ
せ
て
読
む
と
、
中
央
集
権
化
を
進
め
る
新
政
府
の
強
権
的
な
政
策
を

感
じ
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
付
録
」
の
姫
路
県
触
書
で
は
、
廃
藩
置
県
後
の
旧
藩
主
と
領
民
と
の
別
離
の
様
子
、

播
但
一
揆
の
波
紋
、
大
庄
屋
の
廃
止
や
木
版
刷
り
と
な
っ
た
布
達
形
式
の
変
化
な
ど
、
地
方
行

政
組
織
の
混
乱
と
法
令
伝
達
の
変
化
な
ど
も
追
跡
し
て
い
ま
す
。明

治
八
年
一
月
1
九
月
既
刊

明
治
八
年
一
月
1
十
二
月
ヶ

明
治
八
年
九
月
1
十
二
月
・
九
年
ヶ

i
911-11-1-1--1-•IIII•I 

明
治
九
年
・
付
録
・
補
遺
今
回
発
刊

,

'

,

ｷ

ｷ

 


